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ラガ ー イ ブ 





ムスリム の 皆様 。 8 月 1 1 日 か ら 1 2 日 に 
か け て の 夜 は 、 ラ ガー イブ ・ カ ン デ ィ ー 

ル で す 。 崇高 な る アッ ラー は 、 し も べべ たち 
に 豊か な 御 慈 悲 、 御 恵み を 下さ っ て お り 、 そ 
こ か ら こ の 夜 に 「 ラ ガー イブ 」 と いう 名 が 与 
られ まし と 。 

ラガ ー イ ブ の 夜 の ある ラジ ャ ッ プ 月 は 、 御 
慈悲 と 御 恵み が 豊か に 与え られ る 月 で す 。 預 
言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 、 
1 デ タ ク ラー よ 。、 ラ ン ャ 
ッ プ 月 と シャ ー バ ン 月 
を 祝福 され た も の に し 
て くだ さい 。 そ し て 私 
た ち が ラ マダ ー ン 月 を 
迎え る こと が で きま す 
選民 。 と ど ド ウデ テー 
され まし た 。 

親愛 な る ムスリム の 
皆様 。 私 た ちの 信仰 生 
活 に 、 よ い 意 味 で の 新 
た な 緊張 、 活 力 を 与え 
る 聖なる 三 つ の 月 と 、 
この 三 つ の 月 に 存在 する カン ディ ー ル は 、 創 
造 の 意図 を 考え 、 創 造 主 と 被 造物 の 結び つき 
を 価値 ある も の と する 上 で 、 こ の 上 な く 重 要 
な 夜 で す 。 これら は 、 私 た ちの 心 の 家 を 鶏 ら 
す 灯 りな の で す 。 

人 の 生 は 水 の よ うに 流れ 、 去 っ て いき ます 。 
過去 は 、 過 ちや や 善行 と 共に 過ぎ て いき まし た 。 
過ぎ た 日 々 を 戻す こと は 不可 能 で す 。 未来 に 
関し て も 、 私 た ち が そ こ で 生き て いる こと を 
保障 する も の は 何 も あ り ま せん 。 今日 、 現 在 
を 価値 ある も の と する こと が 、 私 た ち に で き 
る こと な の で す 。 聖なる 日 々 、 聖 な る 夜 が 与 
える 精神 的 雰囲気 の 恩恵 を 受け 、 私 た ち が 生 
き て いる 時 の 価値 を 理解 し 、 私 た ち が 負 うし 
も べべ とし て の 義務 を 正しく 果たす こと に 努め 


まし ょ う 。 これ ら の 聖なる 日 々 、 聖 な る 夜 は 、 


目 ら を 省 み 、 問 い 直 し 、 行 動 を 点検 する た め 
の か けが え の な い 機 会 を 提供 し て くれ て いま 
す 。 これ ら の 日 、 夜 に お いて 、 も う 一 度 、 私 
た ちの 過去 を 見 直し 、 未 来 へ 備え る 必要 が あ 
る の で す 。 





ムスリム の 皆様 。 あ の 世 の た め の 農 地 で あ 
る この 世 で の 生 を 、 十 分 価値 の ある も の と し 
な けれ ば な り ま せん 。 無駄 に 使う 時 間 は な い 
の で す 。 目標 に 到達 する た め に する べき こと 
を 、 時 を 違わ ず に 果たし て いか な けれ ば な り 
ませ ん 。 そ し て 宗 高 な る アッ ラー に 向かい 、 
ドッ アー し 、 北 願 す る べき な の で す 。 ク ル ア 
ー ン で は 、 「 そ れ で (当面 の 務め か ら ) 楽に 
な っ た ら 、 さ ら に 苦労 し て 、 ( 只 一 筋 に ) あ 

な た の 主 に 傾倒 する が 


いい 。」 ( 胸 を 広げ る 
章 第 7 ・8 節 ) と され 
て いま す 。 


兄弟 姉妹 の 皆様 。 崇 
高 な る アッ ラー を 愛す 
る の こと どき は 、 ア デア ッ クー に 
対し て し も 世 と し て の 
義務 を 果たす こと を 必 
要 と し 、 預 言 者 ム ハ ン 
マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あ 
れ ) を 愛す る こと は 、 
彼 の スン ナ を 実践 する 
こと を 必要 と し ます 。 クル アーン が アデ アッ ラー 
の 言葉 で ある こと を 信じ る こと は 、 そ の 命じ 
る と ころ に 従い 、 禁 じ ら れ た 物 を 避け る こと 、 
偉大 な る アッ ラー が 与え られ た 恵み に 感謝 す 
る こと 、 あ の 世に 備え る こと を 必要 と し ます 。 
去年 私 た ちと 一 緒 に いた 配偶 者 、 友 人 、 親 威 
た ちの 中 に は 、 今 年 この 夜 を 迎え られ な い 人 
た ちゃ も いる の で す 。 今年 の カン ディ ー ル が 、 
上 自分 た ち に と っ て も 最後 の カン ディ ー ル と な 
りえ る と いう こと を 考え な けれ ば な ら な い の 
で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 簡単 に いう と 、 
ラガ ー イ ブ ・ カ ン デ ィ ー ル は 、 持 高 な る アッ 
ラー の お 許し 、 免 罪 を 求め る 、 希 望 、 安 ら ぎ 、 
そし て 神聖 な 吉報 に 満ち た 夜 な の で す 。 だ か 
ら 、 こ の 聖なる 夜 、 そ し て 日 々 が 、 私 た ちの 
創造 主 、 家 族 、 子 供 た ち 、 私 た ち が 生 き て い 
る 社会 、 そ し て 全て の 人 々 に 対し 、 私 た ち に 
は 義務 、 任 務 が ある こと を も う 一 度 思 い 起こ 
し 、 思 い 起 こさ せ 、 誤 りや 欠点 を 質 す 上 で の 
機会 と な る べき で す 。 皆様 の カン ディ ー ル を 
祝福 いた し ます 。 
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